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あさお希望のシナリオプロジェクト

令和 3年 6月13日 麻生区役所

かきまるくん

情報及びコーディネー
ト・マッチング機能に

関する企画検討

STEP2の進め方
希望のシナリオメンバー

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
１

新たな参加を促す
イベント等に関する

企画検討

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
２

リーダー・サブ
リーダー会議

各グループのリーダー・サブ
リーダーで構成する、10人程
度のチームを想定しています

打合せは検討会と同日に、検討会終了後に実施予定
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エリア

拠点の有無

プロジェクト実施に向けた検討イメージ
SDCの機能の具体化SDCの形態の検討

プロジェクト（PJ）実施

機能の実践方法の検討

具体的な実施計画の作成

運営主体

運営予算の資金
調達方法

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
１

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
２

リーダー・サブ
リーダー

ＳＤＣモデル実施

グループでの検討イメージ

情報収集・
提供機能

既存団体間
ネットワー
ク構築機能

コーディ
ネート・

マッチング
機能

グループ１

新たな参加
を促す機能

グループ２

7/11 8/8

PJ実施の
計画書完成

9月

全体検討会
・発表
・実施PJの選定

10月

グループごとの進め方については、グループごとに検討

・リーダー・サブ
リーダーの決定
・グループごとの
スケジュール策定

本日
6/13
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全体のスケジュール（案）

グループ別
検討 全体検討会 PJ実施に向

けた準備
検
証

SDCモデ
ル実施

6~9月 10月 11月〜

ＳＴＥＰ３

PJ実施

実施期間はPJ次第ですが、
今年度中に振り返りは実施します

22年度以降

リーダー・サブリーダーの役割
１ 各グループでの役割

□グループの統括
□司会進行（ファシリテーター）※
□グループ検討の進め方の決定

（進め方について決まらない事項がある場合は、メンバーの意見
を聴取した上で決定する）

※他のメンバーでも可

２ リーダー・サブリーダー会議における役割
□各グループの情報共有
□SDCモデル実施の検討
□PJの具体的な実施方法の検討
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本日の検討事項

１ リーダー・サブリーダーの決定方法
２ 全体スケジュール

全体で決めること

各グループで決めること
１ リーダー・サブリーダー
２ ６〜９⽉のスケジュール

１ グループ１・２の情報共有
２ グループごとの進め方（未決定事項があれば）
３ PJ実施計画書様式

リーダー・サブリーダー会議で決めること

全体で決めること 1

・全体で合計10名程度
・各グループリーダー（1名）・サブリーダー（4名程度）
・基本的には立候補、いない場合は他薦、

複数人いる場合は話し合い

１ リーダー・サブリーダーの決定方法
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全体で決めること ２
２ 全体スケジュール

グループ別
検討 全体検討会 PJ実施に向

けた準備
検
証

SDCモデ
ル実施

6~9月 10月 11月〜

PJ実施

実施期間はPJ次第ですが、
今年度中に振り返りは実施します

22年度以降

ＳＴＥＰ３



６／１３

□ 前回検討のふりかえり

□ リーダー・
サブリーダーの決定

□ スケジュールの確認

□ 現状把握

□ 実施計画案の検討
実施計画書の
作成

実施計画書の
完成

７／１１ ８／８ ９⽉

全体検討会

１０⽉

グループ１ 今日決めること
１、リーダー（１名）・サブリーダー（４名程度）の決定
２、スケジュールの確認

□ 検討課題（案） … 前回検討をベースに、「コーディネート・マッチング機能」の実践方法

□ 目標設定 … ９⽉までに「プロジェクト実施計画書」を作成

スケジュール

資料１



情報が集約されていない

人材がいない

どうしたらコーディネーターを
設置できると思いますか？

コーディネーターがいない原因 解決方法

つながっていない・分野ごとに活動が
分かれている

場所がないので見えていない・知られ
ていない

ネットワークづくり

場づくり

情報収集

広報

存在の明確化

人材育成

人材確保

予算・賃金

いるにはいるけれど…

場所には多世代のコーディネーターが分野ごとにいる状態

各地域・各分野の主要人物の情報を集める

分野ごとのコーディネーターネットワークを作る

コーディネーター同士の情報交換

とにかくコーディネーター的な人が広くつながる機会を作る

まとめるのは大変なのでゆるやかに情報交換せっせとする

コーディネーターを束ねる組織づくり

既存団体の連携強化

ふらっと区 が寄れる場所にありそこにコーディネーターがいる

相談できる場所があって、そこに必ず誰か（コーディネー
ター）がいるという環境づくり

つながる機会をつくったあとで箱を作る方が良いかもしれない

コーディネート・マッチングの土台となる場づくり

正式な位置づけと公表

コーディネーターの役割を明確化・定義する

コーディネーターの役割がある程度決まらないと動けない

情報の集約ができれば

地域活動について棚卸しする

共有するデータベース

団体が支援する仕組みをつくる

地域情報のプラットホーム

コーディネーターが知られる・根付く機会があると良い

コーディネーターの存在について広報強化

ネットだけでは不十分・（広報の）場所が必要

コーディネーターのコーディネーター

コーディネーターのまとめ役が必要

問題解決能力のある人がコーディネーターに入るとよい

行政側で専従おけるのか、うちうちで対応していくのか

区 から公募する

きちんと配置する

ボランティアではできない

コーディネーターを仕事として有給にする

前回の検討 なぜ現在、地域活動などについて相談できる地域の
コーディネーターがいないのだと思いますか？

資料２



地域活動などについて相談できる
地域のコーディネーターがいる

前回の検討

コーディネート・
マッチング機能

なぜ現在、
コーディネーター
がいないのだと
思いますか？

どうしたら
コーディネーター
を設置できると
思いますか？

理想

① ②

資料３



相談できるコーディネーターがいる（なぜいないのか）

１班 ① 課題・原因

いるよ!! 分野ごと

能力のある方は存在す
るが多忙

じぶんから声を出せな
い 恥ずかしい

コーディネーター的な
人は事実上いるがその
人にそのような役割の
意識がない

  委員

芸術・防災・福祉・コ
ミュニティ・環境に活
動が分かれている

市 活動が区役所・市
 館・保健所・福祉パ
ル等に分かれている

行政の横の連携がない
ので活動内容の集計が
できない

 営委員の がシニア
だけでなく全世代にも

場

コーディネーターする
場が明確でない

共有できる場所がない
（しらない）

コーディネートされた
い人・コーディネート
できる人のつながる場
があまりない

知られていない

コーディネーター的な
人がいたとしても地域
に知られていない

相談できることを知ら
ない → 知らせる

② 解決策 「分野別のコーディネーター」

②解決策 「場」

資源

麻生区の特性を知る人
が少ない つなげるネタ不足

地域資源が把握されて
いない ― 人であり
情報

情報

情報の集約ができてい
ない

ひとりではむずかしい

この全体像を一人の人
がつかむのは難しい

やってみたいけど方法
がわからない



１班 ② 解決策（どうしたらコーディネーターを設置できるか）

正式に位置づける・登録制

コーディネーター
を正式な位置づけ
と公表
なんでも相談

コーディネーター
として任命する

有償制

ボランティアにせ
ず有償でつづける
（窓口の場合など）

イベント（ワーク
ショップ）での
きっかけ

コーディネート・
マッチングによる
「メリット」を多
くの人・団体に
知ってもらう

つながった成功事
例

公の力を借りる
（一般の人はまず
役所を頼るので
は？）

登録制？
必要とされている
能力がどんなもの
か広く周知する

募集をかける
情報公開

イベント

道具・教科書

公の力

分野別のコーディネーター

場所には多世代の
コーディネーター
が分野ごとにいる
状態

いると思っています
が、学生、ママ、パ
パ、シニアの方と各
世代にいらっしゃる
とより新たなつなが
りができると思いま
す

分野ごとのコー
ディネーター創出
も考えられるかな

場

つながるための場
（箱）を設置する
←（つながる機会
をつくったあとで
箱を作る方が良い
かもしれない）

コーディネート機
能を持った「箱」
をつくる

コーディネート・
マッチングの土台
となる場づくり
大きく ゆるく？
役所

リモートワークも
増え地域にいるこ
とが増えた人も多
いのでパパ世代に
も期待したい

相談できる場所が
あって、そこに必
ず誰か（コーディ
ネーター）がいる
という環境づくり

各地域・各分野の
主要人物（コー
ディネーター？）、
情報を集める 地域情報のプラッ

トホーム
紙 WEB
まちのひろば
ロコッチ

プラットホーム

ふらっと区 が寄
れる場所にありそ
こにコーディネー
ターがいる

箱

ネットワーク

分野ごとの
コーディネー
ターネット
ワークを作る

コーディネー
ター同士の情
報交換

とにかくコー
ディネーター
的な人が広く
つながる機会
を作る

やまゆり

市 館
相談ルーム

福祉パル



２班 ①なぜ現在コーディネーターがいないのか

情報 人材

雨後のタケノコのよう
にうまれてくる市 活
動を集約し、活動内容
を熟知するのがそもそ
も困難だから

相談する項目に対して
回答する範囲が狭い

地域活動の団体が
多いから

各々の団体の活動内容
が多岐に渡りすぎてい
る
⇒分野別に調整が必要

情報が集約できていな
いからバラバラ

地域活動の活動内容を
知らないので「つなげ
る」という意識が薄い

情報資源
を知らないから

見える化が図られてい
ない

ネットワークができて
いないから

コーディネーターの認
定制度がないので

 間でいうコンサルタ
ントに近いと思う。そ
のような人材がSDCに
興味を示さない
⇒将来的にはある

コーディネーターとし
てきちんと保障されて
いないから

コーディネーターが有
給なのかボランティア
なのか

コーディネーターを育
成していないから

工数がかかるためやり
たいと思う人がなかな
かいない

コーディネーターとし
ての役割も見えていな
い

コーディネートするだ
けの資質を持った人が
いない

コーディネーターはバ
ランスのとれた人と思
う。人材は少ない。
チームでやる人も多く
ない。

人財不足
他の部署で活動者多し

ヒト・モノ・カネをま
とめられるコーディ
ネーターが少ない

コミュニティーに対す
る支援をする人材があ
まりいない

自治会、法人などに入
りこんで行うコーディ
ネーターが少ない

相談する項目に対
してHP等見ても
相談しづらい

それぞれ仕事を
持っているため時
間がとれない

場所があるのかそ
れともないのか？
PCとか電話？

つないで終わり
（イベントなど）
だから継続しない

人材の活動時間の
調整をどうするか

連携したいとは思
うが具体的に「ど
こと」連携したい
のか見えない

いるけど存在を知
らないから

行政への関心・期
待が薄い
中途半端でおわっ
てしまう

連携したい、と希
望しないケースも
散見される

場所がない

相談を受けるだけ
で外に出て周囲を
まきこめるコー
ディネータがいな
い

コーディネーター
があつまる「まち
の広場」がないか
ら

従来型のチラシ⇒
待つのみのコー
ディネーターはた
くさんいるが…中
間支援のコーディ
ネーターは少ない

つがなりを求めてい
る人や団体が本気で
探せばコーディネー
ターに頼らずとも見
つかる
インターネットetcア
クセスは容易

相談しても相手の
情報のみ
情報＋相手＋窓口
がないと聞くのに
時間がかかる

地域活動間をつな
げるプロセス、ア
イテムについてや
り方を知らない

地域活動そのもの
を知らない。関心
がない

地域活動全体を見
る視点がない



２班 ②どうしたら設置できるか

情報 人材

地域活動について
・内容
・他活動との親和性
・そもそも連携したいか

を棚卸しする

情報 ⇒ 集約分類
⇒ 必要に応じて相談
にのる
⇒ 広報が重要

情報の集約ができれば ネットだけでは不十分
場所が必要

団体が支援する仕組み
をつくる

たくさんの情報をビッ
グデータとして検索、
まとめることが出来る
組織がいる

コーディネートに必要
な情報を見える化でき
る登録型のWEBサイト
をつくる

情報集約 広報

コーディネートの役
割を明確にしてPRし
て項目を整理してい
く

コーディネーターの
役割を定義する
・必要な機能
・人材像

場所役割定義 人材育成

他の活動からスカウ
トしてくる

行政側で専従おける
のか、うちうちで対
応していくのか

区 から公募する

派遣するシステムを

人材確保

職員がコーディネー
ター役をポジション きちんと配置する

地域包括Cに要員を
配置する

地ケアを知る
行政と連動できる

自分の考えを押しつける
のではなく傾聴のできる
相手のことを理解できる
コーディネーターがいる
とよい

コーディネーターの
まとめ役が必要

行動のできる動く
コーディネーターが
いれば多くのことが
前にすすむ

経験を中心にする
コーディネーターよ
り相談者と一緒に動
ける人が欲しい

問題解決能力のある
人がコーディネー
ターに入るとよい

ノウハウを持ってい
る人の話を聞く

相談できる場所をつ
くる

知りたい・つなげたい
キャッチする人・場所

「場」があれば

予算・賃金

コーディネーターを
仕事として有給にす
る

片手間ではできない
専門で行う

ボランティアではで
きない



予算・ハード面の課題

自分たちでできてしまう

知られていない

３班 ① なぜいない？

関心がない

できる能力のある
人はいても相談者
側がその存在を知
らないためコーディネーター

になろっかなーと
思う人がいなかっ
た

コーディネーター
いないのではなく
知られていない
すでにいても知ら
ない

活動によって異なる。
フォーキャスティン
グ（改善型）の場合
は身近なところに
コーディネーター機
能があると便利

コーディネーター
をやろうと思って
も一人の力ででき
るものではない

全体がまとまって
いない

情報の集約がなさ
れていないため

自分には無理

常に必要というわ
けではないから

コーディネーター
の役割がある程度
決まらないと動け
ない

コーディネート
（マッチング）す
る目的によって知
識や情報が異なる
ので

コーディネーター
をコーディネート
する人がいないか
ら

 政と既存の 間
で十分だから

コーディネーター
（を見つけること）
自体が活動の主たる
ものの１つ
バックキャスティン
グ（改革型）の場合

コーディネートを
専門にできる人が
いない
みんな仕事して
る？

本人が気づいてい
ない（実はコー
ディネーター的役
割をしているが本
人に自覚がな
い？）

役割がまとまっていない

それぞれが独自？
システムがない？
機会がない

置く場所がない

コーディネーター
を保証・認定・
バックアップする
信用できる組織
（会社）がない

そもそもそんな
スーパーマンは必
要ないため
（組織の機能とし
ては別）

今までコーディ
ネートする必要性
を感じていなかっ
たから
⇒自分たちで何と
かしてきてる

自分がやりたいこ
とは自分でコー
ディネートする

既存の団体が強い
ため

各団体がいろいろ
な助成金を活用し
ている
（自分たちで探し
て）⇒自分たちで
何とかしている

麻生区は様々なエ
リアごと特色が異
なるから

その窓口はどこ？
担当はだれ？
公的窓口

身元保障人はだ
れ？住手の実行部
隊は

解決までの
・期間は
・予算は

これは不安 ここ
が問題 それをど
うする SIZEは

資金面（その人の
謝礼）も考えない
となり手が出ない
のではないか

予算がどこから出
るか

グループ
A

B C

報酬が明確でない



３班 ② 解決策

コーディネーター情報
を集約したメディアを
つくる

コーディネーター設置
は改善テーマ担当グ
ループの中で検討・推
進する

「相談はコーディネー
ター」へを徹底させる
※ヘイトがすごいです
が…

コーディネーター育成
プログラム

行政ができないこと
弱点を明確にしてもら
い、それを重点的にす
る

「必要！」という声を
集める

コーディネーターの登
録制・認可制に 講座を受け育成する

改革テーマ担当グルー
プはコーディネーター
設置は検討しない（グ
ループメンバー自体が
将来コーディネーター
になる）

コーディネーターやる
と楽しい
→事例紹介



４班 ①

自分の所がどう上手に
からめるのか、気にな
るのかも

コストと責任の所在

お金
時間 ない！

担い手不足
（負担が大きそう）

・ボランティアなのか
・ビジネスなのか
コーディネートの目的
は？
責任は？

立場が不明確
官側？
 側？

能力を持った人がいな
い又は限定される

つながりたいけどそれ
に労力をさけない

多様な意見！

引継ぎがうまくいかな
いので一代でおわって
しまう

地域の力や、活動の団
体の方々に知られてい
ない、根付いてない

情報の集約、整理
コーディネーターの存
在が地域で、あまり知
られていない（知名
度）

個の支援は活発
その支援の輪を有機的
につなげる仕組みが不
足

個性が強い人、団体が
多い

暮らしは幅広いので全
体を知ってCo.するの
はむずかしい

一人で出来ない
（手がまわらない）

コーディネーターを支
えるシステム
継続可能なシステム

コーディネーターとい
う名のつくものがたく
さんある
・ 活 援 
・地域教育 

一人でがんばろうとし
ている人が多い
（たよれない）

プロジェクト→定着化
例えば、シビックプラ
イドのように麻生区条
例化
条例化することで（定
着化、継続化）

国家資格 技術士の活
用
建設部門（都市計画部
門）等がコーディネー
ターを担う

町内会の無力化

町内会との区別が不明
のため
コーディネーターとの
協働が必要と思う

高齢者まだまだ孤立し
ている

全体のコーディネート
の必要性（メリット）
を感じてない

小地域
個々で問題ない？

コーディネーターの方
が活躍できる場が少な
い
対象が明確でない

各テーマ（パーパス）
毎にコーディネーター
を決めるチャンスが無
かった

福祉や企業や行政や区
 の 動様式が違うの
で共感理解しにくい

福祉や企業や行政の区
 
共通言語ができていな
い

困りごとを伝えられる
楽しい感じの場（人）
が少ない

コーディネートの仕組
が明確になっていな
かった

コーディネーターの
ミッションが明確に決
められていない

若手対象のコーディ
ネーター不在
福祉中心も重要だが？

一定数の交通移動目的
のために麻生区へ住む
人はいる（今後も）
外からのコーディネー
ターをつくる

目的意識をもてる課題
はなんとか解決に近づ
けるが、もやもやした
ものは相談の形になら
ない

麻生区で地域コーディ
ネーターの制度をつく
る（設定）
（既存の制度を知らな
い人も多い）

実動者育成

官  体となったＰＲ
委託されたもの
麻生区 .
これにはコンプライア
ンス大切

公共性、公益性（官）
VS

 の力
このバランス



４班 ②

麻生区プライド

麻生区プライド
麻生区プライド

中村さんのご意見

これまでの活動を尊重
し、それを前提に礎に
新しいものを
我慢

CO.の存在の明確化

共感

中村さんのご意見に共
感！
「共感」を行動様式の
１つとする

目的・共感が同じ人を
集めていく！

新しい実践ネットワーク

QOL
クオリティオブライフ
あさお希望プロ

コーディネーターのつ
ながり役割を明確化

頼ることができること
を知ってもらう

コーディネーターの方
が知られる。根付く機
会があると良い
（情報の発信と共有）

コーディネーターの方
が活躍できる場を設け
る
それこそSDCなど

（スピード感を重視）
コーディネーターは多数
プロジェクトメンバー全員
がコーディネーターとなる
※重複は一部あえて残す
活動の（活性化）

麻生区プロジェクト業
務の 部 営化
※地域活動の統一・た
とえば「やまゆり」へ
の移管

まとめるのは大変なの
でゆるやかに情報交換
せっせとする
（あるいは場つくる）

共有するデータベース

コーディネーターを束
ねる組織づくり

コーディネーターの存
在について
広報強化

コーディネーターの
コーディネーター

（一人じゃできない）
既存団体の連携強化
⇒ その先に！

既存のSNSで情報を一
元化
（LINE,FB,インスタ）



オンライン



●リーダー・サブ
リーダーの決定

●短期スケジュー
ルの策定

●PJ実施計画書を
作る企画案の決定

●PJごとにチーム
分け

●PJ実施計画書の
作成

●PJ同士の意見交
換

●PJ実施計画書の
完成

●優先順位決め

●全体検討会
で発表

６／１３ ７／１１ ８／８ ９⽉ １０⽉

今日決めること
１ リーダー（１名）・サブリーダー（４名程度）
２ 6〜9⽉のスケジュール

９⽉までに「プロジェクト実施計画書」を作成

グループ２検討資料

「新たな参加を促す機能」の実践方法

目標

プロジェクト実施計画書の内容

資料１



地域活動に参加する人を増やすためには？ ① 地域活動に参加していない理由はなにか

活動の存在を知
らないから

活動の情報が止
まっている

高齢の方がやっ
ているイメージ
がある

地域活動は１回
入ると抜けづら
い

同世代がいない

地域活動を行う
動機がない、メ
リットが見出し
にくい

若者向けの情報
発信がない

主に活動してい
る世代の年齢層
と合わず、入り
づらい

家庭のことで精
いっぱいではな
いか

参加するメリッ
トを見出しにく
い

地域活動という
と負担ばかりが
増すイメージが
ある

日中は地域にお
らず、時間的余
裕もない

見返りがない、
ただ働きに抵抗
があるのではな
いか

活動している人
が身近におらず、
活動自体がわ
かっていない

自分が貢献でき
るか実感できな
いモヤモヤ感

認知されるため
には、地道な活
動をしない限り
は、ほしいとき
にちょうだいと
いっても難しい

情報がただ流れ
ていても、自分
が選択したいも
のを選択するの
がすごく難しい
状態

これまでの活動
が見えないと参
加しづらいかも
しれない

会社で拘束され
てきたため、拘
束されるのが嫌
なのではないか。
対価もない。

（活動したい
と）思っていて
もどこに何があ
るかわからない
人も結構いる気
がする

町内会で（地域
活動の）情報を
伝えているかと
いうと、あまり
伝えていない

時々初心者は参
加できませんと
か、書いてある
活動がある

周りのことを知
らない、知ろう
としないことが
原因だと思う

家族が困ったこと
になればやると思
うが、困っていな
ければやらない。
意識の問題でもあ
るし、難しいこと
だと思う

若い世代は本当に
忙しいと思う。共
働きが多く、お父
さんが小さい子供
をかかえて保育園
に連れて行ったり
して大変

団体活動の煩わしさそもそも活動する時間がない

地域活動が知られていない 関心がない

参加するきっか
けがない

地域意識を持て
る何かがないと
参加しづらい

強く誘われる機
会もない活動を「知らな

い」「関心がな
い」

知ろうとしない
もあるし、関心
がない

きっかけがない

世代が違う

メリットが見えない

周りのことを知
らない、知ろう
としないことが
原因だと思う

資料2-1

② 解決方法について

若者に向けた情報
発信があってもよ
いのではないか
そもそも知る機会
があまりないので

情報を見て、実際
に誰が参加してい
るのかわかったら、
この人が行くん
だったら行こうか
なとかいう思いが
強いのではないか

情報発信は大事だけ
れど、多すぎても通
り過ぎてしまう

発信の仕方として、「誰でも来て下さい」で
はなく「ここが欠けているので、こういう人
来てください」という呼びかけをした方が良
いと思う。指定した方がコアな人が集まるよ
うに思う

（情報発信とし
て）一番効果があ
ると思うのは口コ
ミ。活動団体が大
丈夫なところか不
安もあるので

情報の可視化と、
価値提供を行うこ
とが重要。行政か
らの一極集中（的
広報）だけでなく、
情報の落とし方も
変えていくとか

（情報が）意識し
てなくても目に入
るような環境があ
ればいいなと思う

場を知らせるため
に情報を皆さんに
知ってもらう仕組
みがいる

（やまゆりは）施
設としても使える
し、印刷設備とか
もあるし、利用で
きることをもう少
し認知されればい
いと思う

伝えたいことは広
報し続けることが
大事。10年かかっ
て物事は定着する
ものだと思う

地域活動の情報について

関心を喚起
地域活動と言うこと
で、敷居が高いとい
うか、別世界みたい
な気がしてしまうの
で、日常に溶け込ん
だものにした方がよ
い

ひきこもりや、本当
は何かやりたいけど
今まで何もやってい
なかった人を引き込
んでいく場があれば
社会に貢献できると
思う

いかに機能・スキ
ルをもって活動し
て、目標を持って
いる人をどうつな
げていくかという
ことがすごく大事

地域活動について
聞ける機会とか、
多世代交流の場と
いうのがあるとい
いんじゃないか

参
加
者
の
メ
リ
ッ
ト

き
っ
か
け
づ
く
り

既存のイベントも、
もっと楽しく明る
くやったらいいの
ではないか

その瞬間しかない
ものというのが、
イベントとか参加
要件としてけっこ
ういいのではない
か

就活に使えること
はすごく大きなメ
リットだと思うが、
それを知らず、知
る機会もないとい
う感じだと思う

若者も責任ある役
を任せてみるとか、
やりがいを持たせ
てあげることが大
事ではないか

何かの価値提示をで
きないと学生世代を
引き連れるのは難し
いと思う。他世代に
も大事だと思うが、
学生はリミットがあ
るのでそこが一番大
事と思う

「価値提案」と
「困りごとの解
決」の２つが、う
まくいく秘訣では
ないかと感じてい
る。２つのうちど
ちらかは必要。

目にみえる形でお
返しがあれば効果
があるのではない
か

圧倒的に楽しさ。
仲間と会えたり、
楽しかったりする
と負担に感じない

誰かのためになる
とか人のためにな
るということが、
やりがいや楽しさ
につながるように
思う

子どもたちの就活
（相談）は、いい
なと思った

子どもを保育園に預
ける段階で、地域の
人が子どもに手を付
けなきゃいけないと
思っている。大人に
なってから手を付け
ようとすると難しい

誰かが背中を押し
て、一緒にやりま
せんかと言えばや
る人は多いように
思う

地道な１日体験の
ようなきっかけを
つくり、そこでや
りごたえがあれば
またやってみたい
なとなるのでは

背中を押すという
きっかけをどうつ
くるかが大事

気軽に参加できる
しくみづくり

顔のみえる関係

参加だけでも、雑
談だけでも、「ゆ
るく連携できる仕
組み」がほしいと
いう方がいる

参加することが大切。料
理に例えれば、小さい鍋
だと参加は限られてしま
うが、大きい鍋になれば、
いろいろな作業、手が必
要となるため、多くの参
加者が出てくると思う

広告やインターネッ
トではなく個人的な
つながりとしてぜひ
どうですかと言われ
ると参加していく人
は増えていくと思う

広報として、スー
パーの掲示板の活
用はどうか

子どもが楽しんで
いるのを体験させ
たい親はたくさん
いる

地域活動と行政が
つながって、連携
していければ

元から活動している人の受入姿勢が大切。居
場所がないとなると、一気にイメージとして
ダメだとなる。最初のイメージで決まってし
まうので、受入姿勢、一緒にやろうという感
じが大事だと思う

地域活動は敷居が
高いように感じて
しまうので、入り
やすい雰囲気をつ
くることが必要だ
と思う

企業を巻き込める
といいんじゃない
かなと思う

行政の力は大きい。
個人では無理なと
ころはあるが、行
政は信頼がある。

参加する側は団体
を選べるけれど、
来てもらう側に意
識改革や工夫が必
要だと思う

楽しさが土台にあ
ると思っていて、
その延⻑に人を助
けるとか、地域貢
献とか地域を支え
る活動につながっ
ていると思う

学園祭で模擬店や
る感覚で、地域に
貢献できる何かを
やろうみたいなそ
ういう感覚でいい
と思う

地域活動というと
「意識高いね」と
見られてしまう。
堅くない活動もあ
るよということを
アピールしたい

人のために何か
やってあげること
だったら参加して
もらえるのではな
いか

活
動
の
在
り
方 そ

の
他

効果的な情報発信



地域活動に参加する人を増やすためには？ ① 地域活動に参加していない理由はなにか

活動の存在を知
らないから

活動の情報が止
まっている

１班 ２班 ４班３班 ５班

若者世代 シニア世代

高齢の方がやっ
ているイメージ
がある

地域活動は１回
入ると抜けづら
い

同世代がいない
地域活動を行う
動機がない、メ
リットが見出し
にくい

若者向けの情報
発信がない

主に活動してい
る世代の年齢層
と合わず、入り
づらい

参加するきっか
けがない

家庭のことで精
いっぱいではな
いか

参加するメリッ
トを見出しにく
い

地域活動という
と負担ばかりが
増すイメージが
ある

地域意識を持て
る何かがないと
参加しづらい

日中は地域にお
らず、時間的余
裕もない

強く誘われる機
会もない

見返りがない、
ただ働きに抵抗
があるのではな
いか

活動している人
が身近におらず、
活動自体がわ
かっていない

自分が貢献でき
るか実感できな
いモヤモヤ感

活動を「知らな
い」「関心がな
い」

認知されるため
には、地道な活
動をしない限り
は、ほしいとき
にちょうだいと
いっても難しい

情報がただ流れ
ていても、自分
が選択したいも
のを選択するの
がすごく難しい
状態

これまでの活動
が見えないと参
加しづらいかも
しれない

会社で拘束され
てきたため、拘
束されるのが嫌
なのではないか。
対価もない。

（活動したい
と）思っていて
もどこに何があ
るかわからない
人も結構いる気
がする

町内会で（地域
活動の）情報を
伝えているかと
いうと、あまり
伝えていない

時々初心者は参
加できませんと
か、書いてある
活動がある

周りのことを知
らない、知ろう
としないことが
原因だと思う

知ろうとしない
もあるし、関心
がない

家族が困ったことになればやると思うが、
困っていなければやらない。意識の問題
でもあるし、難しいことだと思う

若い世代は本当に忙しいと思う。共働き
が多く、お父さんが小さい子供をかかえ
て保育園に連れて行ったりして大変

資料2-2

地域活動に参加する人を増やすためには？ ②解決策について

若者に向けた情報
発信があってもよ
いのではないか
そもそも知る機会
があまりないので

楽しさが土台にあ
ると思っていて、
その延⻑に人を助
けるとか、地域貢
献とか地域を支え
る活動につながっ
ていると思う

１班 ２班 ４班３班 ５班

学園祭で模擬店や
る感覚で、地域に
貢献できる何かを
やろうみたいなそ
ういう感覚でいい
と思う

若者も責任ある役
を任せてみるとか、
やりがいを持たせ
てあげることが大
事ではないか

就活対策でもいいし、お金、楽しさでも、何
かの価値提示をできないと学生世代を引き連
れていくのは難しいと思う。
価値提示は学生は他の世代にも大事だと思う
が、学生はリミットがあるのでそこが一番大
事であると思う

就活に使えること
はすごく大きなメ
リットだと思うが、
それを知らず、知
る機会もないとい
う感じだと思う

地域活動について
聞ける機会とか、
多世代交流の場と
いうのがあるとい
いんじゃないか

既存のイベントも、
もっと楽しく明る
くやったらいいの
ではないか

（情報発信とし
て）一番効果があ
ると思うのは口コ
ミ。活動団体が大
丈夫なところか不
安もあるので。

地域活動というと
「意識高いね」と
見られてしまう。
堅くない活動もあ
るよということを
アピールしたい

地域活動と行政が
つながって、連携
していければ

元から活動している人の受入姿勢が大切。居
場所がないとなると、一気にイメージとして
ダメだとなる。最初のイメージで決まってし
まうので、受入姿勢、一緒にやろうという感
じが大事だと思う

地域活動と言うこと
で、敷居が高いとい
うか、別世界みたい
な気がしてしまうの
で、日常に溶け込ん
だものにした方がよ
い

地域活動は敷居が
高いように感じて
しまうので、入り
やすい雰囲気をつ
くることが必要だ
と思う

「価値提案」と
「困りごとの解
決」の２つが、う
まくいく秘訣では
ないかと感じてい
る。２つのうちど
ちらかは必要。

情報の可視化と、価
値提供を行うことが
重要。行政からの一
極集中（的広報）だ
けでなく、情報の落
とし方も変えていく
とか

子どもたちの就活
（相談）は、いい
なと思った

子どもを保育園に預ける段階で、地域の人が
子どもに手を付けなきゃいけないと思ってい
る。保育園、小学校、中学で、という仕組み
を地域に落とし込んでいかないと来ないと思
う。大人になってから手を付けようとなるか
ら、やったことがない云々という話になる。

発信の仕方として、「誰でも来て下さい」で
はなく「ここが欠けているので、こういう人
来てください」という呼びかけをした方が良
いと思う。指定した方がコアな人が集まるよ
うに思う

目にみえる形でお
返しがあれば効果
があるのではない
か

誰かが背中を押し
て、一緒にやりま
せんかと言えばや
る人は多いように
思う

地道な１日体験の
ようなきっかけを
つくり、そこでや
りごたえがあれば
またやってみたい
なとなるのでは

背中を押すという
きっかけをどうつ
くるかが大事

企業を巻き込める
といいんじゃない
かなと思う

人のために何か
やってあげること
だったら参加して
もらえるのではな
いか

情報を見て、実際
に誰が参加してい
るのかわかったら、
この人が行くん
だったら行こうか
なとかいう思いが
強いのではないか

気軽に参加できる
しくみづくり顔のみえる関係

圧倒的に楽しさ。
仲間と会えたり、
楽しかったりする
と負担に感じない

誰かのためになる
とか人のためにな
るということが、
やりがいや楽しさ
につながるように
思う

情報発信は大事だ
けれど、多すぎて
も通り過ぎてしま
う

（情報が）意識し
てなくても目に入
るような環境があ
ればいいなと思う

子どもが楽しんで
いるのを体験させ
たい親はたくさん
いる

参加だけでも、雑
談だけでも、「ゆ
るく連携できる仕
組み」がほしいと
いう方がいる

ひきこもりや、本当
は何かやりたいけど
今まで何もやってい
なかった人を引き込
んでいく場があれば
社会に貢献できると
思う

場を知らせるため
に情報を皆さんに
知ってもらう仕組
みがいる

（やまゆりは）施
設としても使える
し、印刷設備とか
もあるし、利用で
きることをもう少
し認知されればい
いと思う

参加することが大切。料理に例えれば、小さ
い鍋だと参加は限られてしまうが、大きい鍋
になれば、いろいろな作業、手が必要となる
ため、多くの参加者が出てくると思う

いかに機能・スキ
ルをもって活動し
て、目標を持って
いる人をどうつな
げていくかという
ことがすごく大事

伝えたいことは広
報し続けることが
大事。10年かかっ
て物事は定着する
ものだと思う

広報として、
スーパーの掲示
板の活用はどう
か

行政の力は大き
い。個人では無
理なところはあ
るが、行政は信
頼がある。

その瞬間しかない
ものというのが、
イベントとか参加
要件としてけっこ
ういいのではない
か

広告やインターネッ
トではなく個人的な
つながりとしてぜひ
どうですかと言われ
ると参加していく人
は増えていくと思う

参加する側は団体
を選べるけれど、
来てもらう側に意
識改革や工夫が必
要だと思う



プロジェクト企画書（案） 
 
 

氏名            
 
プロジェクト名 

プロジェクト  

プロジェクト内容  

どんないいいことが
あるか（効果） 
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